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米国デュポン社、長期耐久性に優れた新ナイロン製品を発表

自動車部品および耐久消費財の軽量化とコスト削減に貢献
米国デュポン社（本社：デラウエア州ウィルミントン、会長兼最高経営責任者：エレン・J・クルマン）のパフォーマンスポリマー事業部は、2010年3月2日（米国時間）、　　　　　　新ナイロン製品、デュポン™ザイテル®PLUSを発表しました。本製品は、従来のナイロンでの製品設計及び加工の容易性を維持する一方、優れた長期耐久性という特性を有し、特に高温下の自動車オイル・空気や、塩化カルシウム（融雪剤）、その他化学的活性の強い自動車用化学薬品に対しても従来のナイロンよりも長期にわたりその性能を持続することが可能です。
まず、自動車向けに、重量およびコスト削減によって燃費向上とCO2排出削減に貢献する4つのグレードを投入、その他のグレードについても2010年中に上市する予定です。

　「自動車業界において、部品に対する要求はますます厳しくなってきています。ザイテル®PLUSは、従来のナイロンの製品設計及び加工の容易性を維持する一方、優れた長期耐久性という特性を生かして、顧客の要求に応えつつ、さらなるコストや重量を軽減することで、金属代替の可能性を広げていきます。」と、デュポン パフォーマンスポリマー事業部グローバル・オートモーティブ・マーケティング・ディレクターのパトリック・フェロナトは述べています。
　
　ザイテル®PLUSは、塩化カルシウムや3,000時間以上の高温の空気、オイル、熱水または冷却液にさらされる環境においても、その性能は従来のナイロンよりも優れていることが最近実施された自社内実験で確認されています。関連情報は、こちらのサイトからご覧いただけます。www.zytelplus.dupont.co.jp
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「ザイテル®PLUSは、高温、活性度の高い化学薬品、高湿度環境にさらされても、多くの場合で従来のナイロンの2倍の寿命を保つことができます」、「ザイテル®PLUSは、従来のナイロン樹脂と同等の扱いやすい加工性を持ちながら、金属あるいは特殊ポリマーの代替が可能です。」とデュポン パフォーマンスポリマー事業部研究開発上級研究員のロブ・パルマーは述べています。
　デュポン™ザイテル®PLUSの、その特徴となる熱と化学薬品への耐久性は、デュポン独自のDuPont™ SHIELD Technology（デュポン™シールドテクノロジー）によるものです。　　　デュポン™シールドテクノロジーは、新しい化学構造を持った高分子骨格、新しい改質技術、添加剤処方等、幾つかの革新的技術を有しています。これらは、ターゲットとなる用途の要求に合わせ、それぞれの製品に対して最適化されています。
　今回発表された新製品の特長は以下の通りです。
· ザイテル®PLUS 95G35ナイロン。非常に高い温度下（長期210℃。短時間の場合は230℃）で長期間にわたり抜群の性能を発揮する中核製品です。さらに、良好な外観を保ち、塩化カルシウム溶液にも耐性を発揮します。
· ザイテル®PLUS 95G50ナイロン。非常に高い温度下（同上）で長期間にわたり抜群の性能を発揮します。さらに、高温下での剛性に優れ、良好なクリープ特性を保持します。

· ザイテル®PLUS 93G35ナイロン。熱にさらされても長期間にわたり優れた性能を発揮します。さらに、ウエルド強度、溶着部のバースト試験でも良好な性能を発揮します。
· ザイテル®PLUS 90G30ナイロン。高温になった冷却液に優れた耐性を発揮します。
　対象となる自動車向け部品としては、インタークーラータンク、エキゾーストマフラー、ターボエアダクト、エンジンマウント、レゾネーター、シリンダーヘッドカバー、オイルパン、EGRクーラーハウジング、オイルモジュール、サーモスタット、タイミングチェーンケースなどのトランスミッション部品などがあります。「まず自動車市場を対象とするにあたり、より広範な利点、特に優れた外観、熱老化に対する耐性あるいは、成形加工のしやすさが要望されていると考えました」とデュポン パフォーマンスポリマー事業部　工業製品、消費財、エネルギー担当グローバル・マーケティング・ディレクターのカリン・ウェイニングは述べています。
　「これらの新製品は、自動車市場でのニーズを満たす上で重要な、コストバランスを考慮しながら、性能、特に耐久性の向上を目指す研究開発を通じて、さまざまに進展してきた結果です」、「複数の化学技術を組合せにより、耐久性を大幅に改善することが可能になりました。また、デュポン™シールドテクノロジーによって、他のポリマーについても大幅な性能向上のための研究開発が進んでいます」と、デュポン™ザイテル®ナイロン樹脂担当グローバル・テクノロジー・マネージャーのボブ・ロートンは語っています。
　デュポン パフォーマンスポリマー事業部は用途開発を専門とし、世界規模で事業を展開し、広範な高機能材料および技術を駆使することで、航空宇宙、機器、自動車、消費財、電気・電子製品、工業製品、スポーツ用品、その他様々な産業に従事する全世界の顧客が高品質でコスト効果に優れたシステムおよび構成部品を供給することに貢献しています。
　デュポン パフォーマンスポリマーは、エンジニアリングポリマーに特化した、ナイロン製造では世界最大の事業体として世界規模のネットワークを展開しています。同事業部は、世界13カ国に生産拠点を持ち、66ナイロンでは、連続重合施設を3つの地域で有している唯一のメーカーです。
デュポンは、科学的な発見や発明を基盤に製品やサービスを提供する企業です。創立は1802年、本社は米国デラウエア州ウィルミントンに置かれています。世界70カ国余りに拠点があり、農業・食品関連、建築・建設、通信、輸送の分野で、革新的な製品やサービスをお届けしています。世界中の人々の生活をより安全で豊かにするために、科学の力を生かした持続可能なソリューションを創出しています。
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以　上

この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。

デュポン株式会社　

パフォーマンスポリマー事業部　
自動車関連開発部　大橋

電話：03－5521－8697
